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『
藩
学
殺
授
堂
蔵
洋
書
目
録
』
に
つ
い
て
“
i
 
-
b
ず
書
の
目
録
で
あ
る
。
明
治
初
期
の
英
学
研
究
の
好
資
料
と
思
わ
れ
る
こ
の
目
録
を
、
若
干
の
解
題
を
添
え
、
翻
刻
・
紹
介
し
た
い
。
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
衷
紙
題
策
は
、
「
藩
学
捉
賢
堂
蔵
洋
書
目
録
f
Cご
〗
“,f
ミ
ぐ
a
1
{ぶ]、ミ
F
ふ
；
応
(
f
ヽ
淡‘
/
 
(-) 
目録本文初葉
全
」
と
あ
る
。
3
、
福
沢
は
、
銃
器
を
買
わ
ず
英
書
を
購
入
し
て
従
い
渡
米
し
た
際
、
銃
器
の
購
入
を
仙
台
藩
よ
2
、
福
沢
論
吉
が
万
延
年
間
に
、
木
村
摂
津
守
に
1
、
こ
の
目
録
は
、
大
正
六
年
一
月
に
佐
和
正
よ
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
本
文
―
一
丁
の
ウ
ラ
に
、
伊
達
邦
宗
の
識
語
（
朱
古
）
し
て
お
り
、
各
号
の
終
り
に
は
余
白
が
あ
る
。
星
付
―
一
丁
、
和
装
の
小
本
（
縦
一七
云
糎
、
横
至
糎
）
、
標
題
は
表
紙
と
内
扉
に
あ
り
「藩
学
挫
賢
堂
蔵
洋
書
目
録
」
で
あ
る
。
な
お
、
表
紙
は
後
に
付
ざ
0
 
0
 
0
 
内
扉
ウ
ラ
に
「
佐
和
正
寄
贈
大
正
六
年
一
月
十
五
日
」
の
寄
贈
印
(
o
印
個
所
は
晶
害
）
、
巻
頭
下
段
に
「
東
埜
秘
笈
」
、
上
段
に
「
松
洲
書
屋
／
伊
達
氏
／
図
書
之
印
」
の
蔵
書
印
が
あ
る
。
「
東
野
」
は
佐
和
正
（
仙
台
藩
士
。
内
務
省
害
記
官
、
冑
森
県
知
事
を
歴
任
す
。
大
正
七
年
没
）
、
「
松
洲
」
は
伊
達
邦
宗
（
仙
台
伊
達
家
第
三
十
一
世
。
大
正
十
二
年
没
）
の
号
で
あ
る
。
訳
書
名
及
び
冊
数
、
ペ
ソ
で
原
書
名
及
び
冊
数
を
記
載
り
寄
贈
さ
れ
た
。
り
頼
ま
れ
た
。
本
文
は
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
に
分
け
ら
れ
、
筆
で
- 99 -
持
ち
帰
っ
た
。
4
、
そ
れ
ら
の
英
書
は
、
こ
の
目
録
に
載
せ
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
仙
台
藩
々
校
の
挫
賢
堂
に
収
蔵
さ
れ
た
。
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
目
録
の
由
来
を
記
し
て
い
る
。
伊
達
邦
宗
に
こ
れ
を
伝
え
た
佐
和
正
は
、
仙
台
の
三
傑
と
称
せ
ら
れ
た
人
物
で
、
戊
辰
の
際
国
事
に
奔
走
、
抗
戦
派
だ
っ
た
額
兵
隊
に
属
し
、
維
新
後
は
新
政
府
に
出
仕
し
内
務
官
僚
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
旧
蔵
者
の
一
人
と
い
う
こ
と
以
外
に
こ
の
目
録
へ
の
か
か
わ
り
は
不
詳
で
あ
る
。
福
沢
が
仙
台
藩
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
の
銃
器
購
入
を
頼
ま
れ
た
こ
と
は
、
当
時
の
江
戸
藩
邸
公
儀
人
・
大
童
信
太
夫
（
安
衷
、
明
治
三
十
三
年
没
）
宛
の
書
簡
（
『
全
集
』
第
十
七
巻
）
で
確
か
め
ら
れ
る
。
そ
の
年
次
は
、
識
語
で
い
う
万
延
年
間
で
な
く
、
福
沢
が
二
度
目
の
渡
米
を
す
る
艇
応
一
＿
一
年
一
月
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
こ
の
時
、
彼
は
銃
器
を
購
入
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
金
で
書
籍
を
購
入
し
て
持
ち
痛
っ
た
。
出
発
前
に
大
童
と
の
間
に
、
既
に
約
束
が
交
さ
れ
て
い
て
、
般
用
を
書
籍
代
に
回
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
福
沢
は
こ
の
仙
台
藩
の
金
と
、
こ
れ
は
当
初
よ
り
書
籍
代
と
し
て
預
っ
た
和
歌
山
藩
の
金
、
自
ら
の
そ
れ
と
で
多
量
に
書
籍
を
買
い
求
め
て
、
六
月
に
帰
国
す
る
。
そ
の
時
、
同
行
の
上
司
が
彼
の
滞
米
中
の
行
動
に
不
審
が
あ
っ
た
と
し
て
訴
え
た
こ
と
か
ら
、
幕
府
よ
り
謹
似
を
命
ぜ
ら
れ
、
書
籍
等
の
荷
物
は
一
時
差
し
押
え
ら
れ
る
。
翌
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
問
題
が
解
決
し
、
荷
物
を
取
り
戻
し
た
彼
は
、
依
頼
主
に
そ
れ
ら
を
届
け
る
の
で
仙
台
藩
に
は
、
あ
る
。
明
治
元
年
の
早
く
と
も
三
月
以
降
に
屈
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
三
月
二
八
日
付
大
童
宛
沿
簡
『
全
集
』
第
十
七
巻
）
。
乱
が
始
ま
っ
て
い
る
中
で
、
仙
台
に
ど
の
よ
う
に
し
て
送
ら
れ
た
の
か
一
切
不
明
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
こ
の
目
録
も
い
つ
記
録
さ
れ
た
か
も
不
明
で
あ
る
。
従
賢
堂
は
、
戊
辰
の
役
で
奥
羽
鎖
撫
総
督
の
本
営
に
あ
て
ら
れ
る
な
ど
困
難
な
時
代
を
経
て
、
新
時
代
を
迎
え
る
が
、
そ
の
旧
蔵
書
は
内
務
省
の
管
轄
と
な
り
、
そ
の
後
宮
城
師
範
学
校
、
宮
城
書
籍
館
（
現
在
の
宮
城
図
害
館
）
と
引
き
継
が
れ
た
。
て
し
ま
っ
た
ら
し
く
、
現
在
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
時
す
で
に
戊
辰
の
混
し
か
し
、
福
沢
の
も
た
ら
し
た
英
書
は
散
逸
し
- 100-
『
藩
学
殺
賢
堂
蔵
洋
書
目
録
』
に
つ
い
て
十
七巻）
福
沢
諭
吉
は
幕
府
の
軍
艦
受
取
委
員
（
委
8
長
・小
野
友
五
郎
）
の
渡
米
に
随
行
し
て
、
炭
応
一
―
一
年
一
月
に
横
浜
を
出
帆
す
る
こ
と
が
決
ま
る
と
、
仙
台
藩
江
戸
藩
邸
公
條
人
の
大
童
信
太
夫
と
連
絡
を
と
る
（這
鯰
芦
[
[
咋
仁
j
戸
祠
畑
殊
!)。
大
童
は
既
に
銃
器
等
の
購
入
方
を
依
頼
し
て
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
福
沢
を
二
十
六
日
に
訪
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
福
沢
の
都
合
で
断
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
、
今
朝
御
来
駕
も
可
被
下
哉
の
趣
、
然
処
今
日
は
早
朝
よ
り
急
翻
訳
も
の
取
掛
、
出
来
次
第
直
に
御
殿
え
罷
出
候
義
、
夕
刻
な
ら
で
は
帰
宅
不
仕
候
。
小
銃
の
義
も
先
日
尚
叉
横
浜
え
罷
越
、
委
細
の
事
情
承
合
置
候
。
（
『
全
集
』
第
十
七
巻
）
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
小
銃
の
購
入
依
頼
の
件
は
、
前
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
福
沢
は
、
の
話
は
成
立
し
、
相
当
額
の
金
を
預
り
、
渡
米
し
た
。
五
か
月
余
の
滞
在
を
了
え
帰
国
し
た
直
後
、
大
童
宛
に
認
め
た
書
簡
（
六
月
二
十
九
日
付
）
に
、
一
月
十
七
日
に
出
帆
す
る
。
大
童
と
一
、
御
注
文
の
御
品
探
索
仕
候
処
、
此
節
戦
争
後
払
物
の
砲
類
は
沢
山
有
之
候
得
共
、
素
人
の
手
際
に
は
辿
も
取
入
れ
候
義
出
来
不
申
、
古
物
を
新
品
に
飾
り
、
或
は
仕
入
の
物
の
下
品
、
加
之
彼
国
の
商
人
狡
猾
を
極
め
、
相
調
候
と
も
如
何
様
の
義
出
来
可
申
も
難
計
、
大
金
御
預
り
申、
万
々
一
其
品
其
金
に
不
相
当
の
義
出
来
候
て
は
不
都
合
の
義
と
存
じ
、
反
覆
熟
考
の
上
、
砲
類
買
入
れ
の
義
は
断
然
見
合
せ
申
候
。
併
し
金
子
は
槌
に
存
在
い
た
し
居
候
の
み
な
ら
ず
、
或
は
御
都
合
宜
敷
義
も
可
有
之
奉
存
候
。
御
掛
念
被
下
間
敷
候
。
尚
い
オ
は
拝
眉
御
話
可
仕
候
。
（
『
全
集
』
第
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
書
籍
を
購
入
し
て
帰
っ
た
こ
と
も
、
ま
た
既
に
大
童
と
の
間
に
銃
器
で
は
な
く
そ
の
投
用
を
書
籍
に
あ
て
る
密
約
が
あ
っ
た
と
い
う
意
味
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ア
メ
リ
カ
で
、
（二）
素
人
が
武
器
の
購
入
に
手
を
出
し
て
も
、
不
良
品
を
つ
か
ま
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
強
い
て
実
行
し
た
結
果
、
金
額
に
不
相
応
の
品
物
を
持
ち
帰
っ
て
は
仙
台
藩
の
為
に
も
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
、
金
子
は
そ
の
ま
ま
持
ち
帰
っ
た
、
と
い
っ
て
い
る
。
し
、
、
、
、
、
か
し
、
末
尾
の
「
都
合
宜
敷
義
も
可
有
之
奉
存
候
。
：
·
：
•
い
オ
は
拝
眉
御
話
可
仕
候
。
」
と
い
う
文
中
に、
福
沢
の
密
か
な
意
図
が
読
み
と
れ
る
。
- 101-
と
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
唯
一
の
書
店
の
名
前
が
出
て
く
る
。
晦
日
一
ュ
ー
ヨ
ル
ク
よ
り
ア
ッ
プ
レ
ト
ソ
の
書
附
来
る
。
J
u
n
e
Jst
.
 
廿
九
日
荷
詰
い
た
す
O
O
O
O
O
O
O
O荷
物
数
八
ツ
o
五
日
一
ュ
ー
ヨ
ル
ク
よ
り
書
林
来
り
終
日
多
用
。
A
p
p
l
e
t
o
n
&
 C
o
.
 
月
末
起
っ
た
パ
ー
ク
ス
事
件
を
報
じ
た
あ
と
、
『
全
集
』
に
こ
の
年
あ
と
二
通
大
童
宛
の
書
簡
が
載
っ
て
い
る
が
、
こ
の
件
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
翌
明
治
元
年
三
月
六
日
付
大
童
宛
の
書
簡
に
、
ニ
先
日
御
逍
の
横
浜
新
聞
は
開
成
所
に
て
出
版
相
成
候
由
に
付
、
後
刻
差
上
候
積
に
御
座
候
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
先
日
御
話
申
上
候
プ
ッ
ク
も
大
抵
撰
分
置
候
。
此
亦
差
上
可
申
奉
存
候
。
（
傍
点
箪
者
）
と
述
べ
て
い
る
。
福
沢
が
訪
米
の
上
司
小
野
友
五
郎
と
折
合
わ
ず
、
彼
の
訴
え
で
謹
似
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
荷
物
は
神
奈
川
奉
行
預
り
と
な
る
。
彼
は
、
依
頼
主
の
一
人
で
あ
る
紀
州
和
歌
山
藩
の
公
用
人
井
上
従
吾
右
衛
門
を
動
か
し
た
り
（町
m云
鯨
江
江
虹
峠
）、
軍
艦
奉
行
で
万
延
元
年
の
渡
米
の
際
世
話
に
な
っ
た
木
村
摂
津
守
喜
毅
に
も
周
旋
を
頼
ん
だ
。
木
村
の
日
記
（
十
二
月
三
十
日
）
に
、
一
福
沢
荷
物
之
緞
一
＿
付
、
綴
田
和
泉
長
井
筑
前
古
賀
筑
後
等
へ
申
談
、
い
つ
れ
も
承
知
也
。
（
『
木
村
摂
津
守
菩
毅
日
記
』
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
問
題
の
解
決
は
翌
年
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
大
童
宛
の
書
簡
に
「
プ
ッ
ク
も
大
抵
撰
分
置
候
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
差
し
押
え
が
解
か
れ
、
荷
物
の
整
理
が
済
ん
だ
と
共
に
、
銃
器
購
入
の
約
束
を
果
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
仙
台
藩
と
の
話
が
つ
き
、
「
御
都
合
宜
敷
義
も
可
有
之
…
・
:
」
と
言
っ
て
い
る
福
沢
の
私
案
、
仙
台
藩
に
相
応
の
英
書
を
引
き
渡
す
、
と
い
う
話
合
い
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
福
沢
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
「
ア
ッ
プ
レ
ト
ソ
」
と
い
う
書
林
を
利
用
し
て
、
書
籍
を
集
め
た
。
「
炭
応
三
年
日
記
」
（
『
全
集
』
第
十
九
巻
）
の
四
月
、
ワ
シ
ン
ト
ソ
滞
在
中
の
記
事
に
、
ア
プ
ル
ト
ソ
社
(
D
a
n
i
e
l
A
p
p
l
e
t
o
n
 &
 C
o
.)
は
、
当
時
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
有
数
の
出
版
社
兼
書
店
で
、
ウ
ェ
プ
ス
タ
ー
の
：
S
p
e
l
l
i
n
g
 b
o
o
k
 ̀．の
-102-
『
藩
学
捉
賢
堂
蔵
洋
書
目
録
』
に
つ
い
て
内
二
割
引
に
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ル
ク
に
て
相
調
候
分
は
品
書
の
出
版
で
も
著
名
で
あ
り
、
本
目
録
中
に
も
あ
る
科
学
の
E
.
L
•
Y
o
u
m
a
n
s
、
版
元
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
辞
書
は
当
時
既
に
四
千
万
部
を
売
り
上
げ
て
い
た
”
超
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
“
で
あ
っ
た
。
ま
た
科
学
啓
蒙
書
や
教
科
数
学
の
G
e
o
r
g
e
R
.
 Pe
r
k
i
n
s
、
地
理
の
S
a
r
a
h
S
.
 Co
r
n
e
l
l
は、
帰
国
後
、
新
し
い
学
問
の
指
導
者
と
し
て
の
責
務
を
自
覚
し
て
い
る
福
沢
に
と
っ
て
、
限
ら
れ
た
日
程
の
中
て
必
要
な
書
籍
を
得
る
に
は
、
ア
プ
ル
ト
ソ
社
の
よ
う
な
書
店
か
万
事
に
好
都
合
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
目
録
で
は
、
英
語
の
書
名
の
記
入
が
あ
い
ま
い
な
た
め
、
理
、
数
学
な
ど
、
教
科
書
ふ
う
の
も
の
が
同
一
書
名
で
数
部
か
ら
数
十
部
あ
る
が
こ
れ
ら
は
、
こ
の
ア
プ
ル
ト
ン
社
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
仙
台
藩
の
分
以
外
に
も
持
ち
帰
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
一
版
本
が
百
部
、
二
百
部
と
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
推
察
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
ア
。
フ
ル
ト
ン
社
は
好
都
合
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
福
沢
が
ア
メ
リ
カ
で
、
こ
の
た
め
に
費
や
し
た
金
額
は
、
正
確
に
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
帰
国
後
、
彼
を
告
発
し
た
上
司
の
小
野
友
五
郎
は
、
諭
吉
よ
り
委
細
の
申
出
は
無
之
候
得
共
、
同
人
此
度
持
帰
候
荷
物
多
分
に
て
、
右
は
三
、
四
千
両
程
の
書
籍
に
有
之
候
趣
の
事
。
（
土
缶
記
記
戸
対
す
る
弾
劾
の
一
件
害
類
」
）
『
全
集
』
第
二
十
一
巻
と
あ
る
。
む
ろ
ん
こ
れ
は
小
野
の
推
測
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
今
日
の
千
六
百
万
か
ら
千
九
百
万
円
に
相
当
す
る
金
額
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
『
全
集
』
第
十
七
巻
に
、
福
沢
が
大
童
に
宛
て
た
”
書
籍
代
金
の
計
算
書
“
と
い
う
が
あ
る
。
一
、
千
六
百
六
十
五
ド
ル
九
分
覚
J
こ
か
ら
多
く
の
著
作
を
出
版
し
て
い
る
。
書
籍
御
定
価
―
っ
―
つ
出
版
社
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
全
体
と
し
て
、
文
法
、
科
学
、
地
二
百
四
十
九
ド
ル
九
分
（
之
は
書
林
に
命
じ
一
割
五
分
減
価
さ
せ
候
分
。
尤
ヮ
ジ
ソ
ト
ソ
に
て
相
調
候
分
は
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六
月
十
二
日
内
金
に
し
て
千
百
五
十
両
一
匁
一
、
二
千
五
百
両
＿
―
-
百
両
返
上
千
百
五
十
両
書
籍
代
注
文
、
積
出
し
運
賃
預
り
高
残
千
四
百
十
九
両
三
分
と
十
四
匁
返
上
原
本
は
な
く
、
『
仙
台
戊
辰
史
』
藤
原
相
之
助
著
所
載
の
も
の
に
拠
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
万
延
元
年
の
も
の
と
あ
る
が
、『
全
集
』
で
は
艇
応
三
年
に
訂
正
し
て
い
る
。
六
月
十
二
日
は
、
慶
応
三
年
だ
と
福
沢
の
横
浜
帰
着
の
二
週
間
前
で
あ
る
。
ま
た
「
保
険
料
」
と
い
う
用
語
を
福
沢
が
ま
だ
こ
の
時
使
っ
て
い
な
い
な
ど
疑
問
を
挟
み
な
が
ら
も
、
原
本
で
確
認
で
き
ぬ
ま
ま
、
こ
こ
に
入
れ
て
い
る
。
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
横
浜
到
着
（
六
月
二
十
六
日
）
後
の
書
簡
（
二
十
九
日
付
）
で
預
り
金
は
全
て
持
ち
帰
っ
た
か
ら
安
心
す
る
よ
う
書
い
て
い
る
こ
と
と
合
わ
な
い
。
さ
ら
に
荷
物
の
差
押
え
が
解
か
れ
、
福
沢
が
自
由
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
翌
年
で
あ
る
こ
と
、
大
童
宛
に
「
プ
ッ
ク
も
大
抵
撰
分
置
候
」
と
通
知
す
る
の
が
一
―
一
月
末
で
あ
っ
た
。
『
全
集
』
編
集
者
の
い
う
「
保
険
料
」
の
用
語
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
計
算
書
が
/
二
千
六
十
五
ド
ル
八
分
二
百
五
十
ド
ル
百
五
十
ド
ル
荷
作
り
二
百
四
十
九
ド
ル
九
分
保
険
料
に
よ
り
一
割
よ
り
二
割
五
分
引
、
平
均
一
割
五
分
引
に
御
座
候
。
）
福
沢
諭
吉
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『
藩
学
投
毀
幽
蔵
洋
害
目
録
』
に
つ
い
て
鉄
健
四
個
（
物
品
）
第
四
号
英
書
八
部
四
六
一
冊
草
稿
本
幾
許
閲
書
一
部
二
冊
第
三
号
英
書
一
九
部
―
一
三
冊
第
二
号
英
書
六
部
し
か
し
、
仙
台
藩
に
送
っ
た
書
籍
の
代
金
が
千
百
五
十
両
で
あ
る
こ
と
が
疑
わ
し
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
預
り
金
、
書
籍
代
、
返
上
し
た
金
額
の
計
算
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
の
目
録
に
あ
る
八
百
冊
近
い
書
籍
の
代
金
を
後
日
精
算
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
目
録
の
形
式
は
、
「
大
字
書
」
、
「
字
書
」
、
「
航
海
書
」
、
「
舎
密
書
」
、
「大
地
図
」
、
「
算
書
」
、
「
語
学
書
」
な
ど
の
和
書
名
に
、
英
語
の
略
書
名
を
原
綴
で
付
し
、
冊
数
を
記
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
綴
り
の
誤
り
も
目
立
ち
、
ま
た
重
複
し
た
記
入
、
和
書
名
の
冊
数
と
原
綴
の
冊
数
と
異
な
っ
た
個
所
が
一
ヵ
所
ず
つ
あ
る
。
そ
の
ほ
か
原
書
名
の
な
い
も
の
（
「
蘭
書
」
）
、
内
容
が
わ
か
ら
な
い
「
草
稿
本
「
棒
」
な
ど
、
不
充
分
な
記
載
も
目
立
つ
。
さ
ら
に
叢
書
ま
た
は
叢
書
と
思
わ
れ
る
も
の
の
記
入
の
仕
方
も
一
定
し
て
い
な
い
。
一
号
か
ら
四
号
ま
で
、
区
分
け
し
て
記
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
マ
~
三
号
に
は
、
最
初
に
ウ
ェ
プ
ス
ク
ー
の
「
大
字
書
」
が
重
複
し
て
出
て
い
る
。
101 ＝冊
第
一
号
英
書
-
O部
1
0
0冊
和
書
名
を
一
応
部
数
と
数
え
、
各
号
の
部
冊
数
を
示
す
と
次
の
様
に
な
る
。
（三）
脱
応
三
年
と
す
る
の
は
極
め
て
疑
問
で
あ
る
。
幾
許
」
と
い
う
記
入
、
意
味
不
明
の
「
鉄
鍵
」
、
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ウ
ェ
プ
ス
タ
ー
の
「
大
字
書
」
、
ク
ァ
ッ
ケ
ソ
ボ
ス
の
「
窮
理
書
」
の
よ
う
に
、
同
一
書
が
そ
れ
ぞ
れ
四
二
冊
、
七
六
冊
あ
る
こ
と
、
教
科
書
と
思
わ
れ
る
も
の
の
九
八
冊
、
七
四
冊
と
い
う
よ
う
な
点
が
目
に
つ
く
。
こ
の
こ
と
は
特
に
注
意
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
う
し
た
同
一
版
本
を
数
十
部
ず
つ
と
り
ま
と
め
て
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
、
英
学
を
学
ぶ
学
徒
に
、
原
書
を
教
科
書
と
し
て
各
々
一
冊
ず
つ
ゆ
き
わ
た
ら
せ
る
こ
と
を
哲
学
一
部
二
冊
軍
事
二
部
二
冊
航
海
二
部
二
冊
技
術
―一部
二
冊
化
学
四
部
八
一
冊
数
学
一部
政
治
・
法
律
一部
五
冊
歴
史
六
部
四
八
冊
地
理
一部
八
二
冊
文
典
九
部
総
計
は
、
英
書
四
一
部
、
七
七
七
冊
、
蘭
書
一
部
、
二
冊
、
そ
の
他
草
稿
本
と
物
品
で
あ
る
。
-
l
四
号
に
区
分
さ
れ
た
意
味
は
、
特
に
見
い
だ
せ
な
い
が
、
強
い
て
い
え
ば
、
福
沢
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
荷
の
包
み
が
四
つ
あ
っ
た
。
そ
の
包
み
ご
と
の
内
容
を
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、
確
証
は
な
い
。
次
に
内
容
的
な
点
で
あ
る
が
、
四
一
部
七
七
七
冊
の
英
書
を
大
ま
か
な
分
類
に
あ
て
は
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
三
二
九
冊
二
二
三
冊
語
学
辞
書
ハ
部
九
〇
冊
棒
四
本
数
学
、
文
法
の
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『
藩
学
投
毀
堂
蔵
洋
臼
目
録
』
に
つ
い
て
二
、
同
じ
く
「
y
」
は
「
y
」
に
統
一
し
た
。
一
、
英
文
習
名
の
綴
り
で
明
ら
か
な
誤
り
は
こ
れ
を
正
し
た
。
（
凡
例
）
目
的
と
し
た
、
福
沢
の
意
図
の
現
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
余
が
米
国
よ
り
帰
来
の
と
き
歴
史
、
経
済
、
法
律
、
数
学
等
、
諸
種
の
原
書
を
輸
入
し
て
私
塾
の
教
科
書
に
用
ひ
た
る
こ
そ
洋
学
教
場
の
一
大
こ
の
目
録
に
あ
る
幣
し
い
冊
数
も
、
そ
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
た
め
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
、
戊
辰
の
混
乱
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
書
籍
が
ど
う
な
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
と
福
沢
は
自
分
の
塾
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
が
、
進
歩
に
し
て
•
…
•
•
(
「
福
沢
全
集
緒言
」
『
全集
』
第
一
巻
）
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字
書 E
n
g
r
a
v
i
n
g
s
 -
1
8
.
 
廿
四
冊
H
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 
G
r
e
e
c
e
 |
 S
w
e
l
l
 |
1
 
希
騰
史
n
e
w
 illustrated 
E
d
i
t
i
o
n
 3
0
0
0
 
p
h
i
l
o
s
o
p
h
y
 f
o
r
 
C
h
i
l
d
r
e
nー
2
.
First 
l
e
s
s
o
n
s
 
o
n
 N
a
t
u
r
a
l
 
大
字
書
第
壼
琥
-
1
 
英
語
書
籍
目
録
字
書
大
正
六
年
0
0
0
 
一
、
寄
贈
印
「
佐
和
正
寄
贈
。
。
。
」
一
月
十
五
日
一
、
蔵
書
印
「
松
洲
書
屋
／
伊
達
氏
／
図
書
之
印
」
「
東
埜
秘
笈
」
（
巻
頭
下
部
）
¥'.1 
（
印
記
）
洋
書
（
内
扉
）
藩
學
養
洋
賢
堂
蔵
（
表
紙
題
箔
）
目
録
書
目
録
藩
學
養
賢
堂
蔵
全
拾
八
肋
(
o
は
m竿
洪
i
)
（
内
扉
ウ
ラ
）
W
e
b
s
t
e
r
's
 D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
 
u
n
a
b
r
i
d
g
e
d
 
（
巻
頭
上
部
）
字
書 r
e
v
i
s
e
d
 
初
學
字
書
W
e
b
s
t
e
r
's
 p
r
i
m
a
r
y
 D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
 
W
e
b
s
t
e
r's
 R
o
y
a
l
 O
c
t
a
v
o
 D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
 |
 
W
e
b
s
t
e
r
's
 p
r
o
n
o
u
n
c
i
n
g
 D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
 
初
學
窮
理
書
W
e
b
s
t
e
r
's
 D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
 |
 1
5
.
 
字
書 W
e
b
s
t
e
r
's
 c
o
u
n
t
i
n
g
 h
o
u
s
e
 
a
n
d
 f
a
m
i
l
y
 
D
i
c
t
i
o
n
a
r
yー
-
2
4
.
壺
冊
二
冊
」
（
一
ウ
）
壼
冊
五
刑 一朋
拾
五
冊
」
(
-
オ
）
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宰
W
e
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'
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i
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g
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N
e
w
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edition 
3000 
E
n
g
r
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i
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g
s
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択
郵
回
紐
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宰
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e
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m
a
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s
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t
e
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e
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W
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e
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栽
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G
r
a
m
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a
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g
e
o
g
r
a
p
h
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Bowditch's N
a
v
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g
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t
o
r
 
thirty 
fifth 
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W
h
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o
n
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紐
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宰
G
o
o
d
r
i
c
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o
m
m
o
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文
典
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冊
N
e
w
 seri
e
s
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a
n
d
e
v
i
l
l
e
's
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c
h
o
o
l
 
N
a
t
u
r
a
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 p
h
i
l
o
s
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p
h
y
 -
2
.
 
同
第
咸
戴
冊
N
e
w
 p
r
i
m
a
r
y
 r
e
a
d
e
rー
2
3
六
十
四
冊
語
學
書
九
十
八
冊
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s
t
u
d
y
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H
u
m
a
n
 
O
b
s
e
r
v
a
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i
o
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h
e
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國
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書
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.
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N
a
v
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8
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 |
 1. 
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（
七
オ
）
p
h
yー
-
3
4
.
C
o
r
n
e
l
l
's
 H
i
g
h
 s
c
h
o
o
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G
e
o
g
r
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智
蔽
賦
刑
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書
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『
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学
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堂
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目
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』
に
つ
い
て
（
中
沢
保
）
本
書
は
、
最
近
某
書
店
か
ら
書
目
類
と
し
て
四
点
一
括
し
て
本
館
が
購
入
し
た
も
の
の
中
の
一
点
で
あ
る
。
昨
年
の
春
、
改
め
て
見
る
と
、
新
旧
の
所
蔵
者
の
印
、
所
蔵
者
の
識
語
、
内
容
な
ど
か
ら
珍
し
い
写
本
の
一
っ
と
思
い
、
館
蔵
の
関
係
資
料
を
館
員
金
子
宏
二
氏
と
共
に
当
っ
て
み
一
方
で
は
、
福
沢
諭
吉
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
、
脱
応
義
築
の
路
史
編
纂
室
に
お
ら
れ
る
丸
山
信
氏
に
も
電
話
を
入
れ
、
来
館
し
て
本
書
を
見
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
に
も
挫
賢
堂
の
資
料
調
査
に
出
向
き
、
そ
の
後
、
本
書
所
載
の
図
書
に
つ
い
て
宮
城
県
立
図
書
館
へ
も
手
紙
で
照
会
問
合
せ
を
し
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
所
在
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
問
合
せ
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
こ
こ
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
あ
れ
こ
れ
し
て
い
る
う
ち
に
、
約
半
年
ほ
ど
経
過
の
あ
と
、
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
り
が
で
き
た
の
で
、
ま
と
め
る
意
味
で
二
回
ほ
ど
、
解
説
風
な
も
の
を
金
子
宏
二
氏
に
書
い
て
も
ら
っ
た
。
な
お
翻
刻
を
付
し
た
の
は
、
本
文
の
日
本
語
に
よ
る
訳
書
名
・
冊
数
は
筆
書
き
で
わ
か
り
よ
い
が
、
英
語
書
名
は
ペ
ン
書
き
で
、
す
で
に
か
な
り
か
す
れ
、
原
本
で
も
読
み
に
く
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
解
読
の
作
業
に
あ
た
り
、
館
長
を
は
じ
め
各
館
員
お
よ
び
青
木
枝
朗
氏
の
御
協
力
を
得
、
な
お
あ
せ
ら
ず
時
日
を
要
し
た
箇
所
も
あ
っ
た
。
御
協
力
を
感
謝
し
た
い
。
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
調
査
が
進
む
に
つ
れ
〔あ
と
が
き
〕
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